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バルフ式材ご しての北海道樹種の研究, 

次に其の育林的考察

第三報 主要樹種の様維長及び織維幅

平 井 信 二

諸 、 言

第一報・ ア ヲトドマ ッ 假導管長の年解及び地上高に よ る變化(9), 
第二報・ カ フーッﾡ導管長の4齢及び地上高による變化(4)にょつ 

て 將來のバノレ ブ刑林樹ﾡに到す る考祭を興〜 たが,引き 紙 き 他 

の樹種, 殊に測樹の一般的株なを得んが公, ﾡに主要機ﾡ40種 

の繊維長及び極維幅 を 測定 L rs る 結果 そ 報告す る。

本研究は前北海道林※映験場長石供三士, 北村雑派技郎 の御 

指導に よ る ものに して, 数に深共の謝なを従する。

I 二 供 試 材料

北海道林業試驗場に蒐集 さ れ:北海述産樹和40和の材鑑を資料ご 

して用ひたが, その産地,樹の部分等にWしては不切でめる。 

但し概ね大材 よ ク 探村せ る%のご見られる放, 幼齢期 を 過ぎ な部分 

ご認めて逆支へないご考る。

測定及び計算方法

第一報のヲ ト ドマツ導管長測定の場合ご略同一である。



乍ら測定の際の倍率は順微敍の接眼鉄及び封物鎖の林々の組合によ 

つz% のを用ひた。 計測徴は長 さ の場合 100 個, ﾡの場合 10間 こ な 

した。ﾡ針葉樹の歳維縦は都合によ り測定を映き, 従つて後維判る 

求むるを得なかつco

測 定結果

第1表に示す如く である。その内容を摘記すれば

(1) 針葉樹の歳維ごは似導管(trached) を 意味 し 潮葉樹の繊維 と 

は普通県正木ﾡ維(librilorm wood fber), 極維ﾡ導管(fbertnachcid) 
z指し 時には似導管を%合む。

(2) 針葉樹のﾡ維長は算術不均に於て 2.225mm(イチト)-1.479mm 
(アカェ ゾ ツ)であるo
(3) 潤葉樹の繊維長は算術平均に於て 0.780mm (イタ*)～1.672mm 
( ミグキ), ﾡ維幅は 0.018mn(→ル=レ, ヲダモ )～0.037mm(ミ ヅ 

キ, ォニグルミ, ホ、ノキ),繊維率(繊維長/繊維幅)は26.38(サ 
グル ミ)～67.50(ル=ニ レ)であるo

(4) 般維長座数分布曲線に就ては針測深樹を通じて福度は概ね- と 

示す故右偏形である。+を示 し左偏形なる ものは繊維長短と ものに 

多い。變異に關 しては,針葉樹は濶葉樹よ の標準偏潮絶對撇布度) 

は大であるが, 變異係數 (地較撤布度)には選峰を見ない。父針測 

薬樹機維長大なるめのﾡ標準信盗大ごなる傾向わそが愛巣係敷に 

は 明 力な 関係 は見出 し難 い。

ﾡ維長に開する形態學的考察主と して

系統と献維長に就て

1 個の徴練の長さは (1) その微生原にる形成川イ ニシ アルの大さ 

及び,(2) 形成用 イ=ジ ルの分型に よ り 生じた娘細胞の仲長の大 さ 

にょつて決定される %のであるが, その個々の細胞がかな りの代 

提異の範网を示す事の他に, 大量計調にょつてﾡﾡNそ相殺した 

不均Mに就て %袋県若 くはﾡ化ごﾡし得るものが在する。 の變 

化をﾡ地する要素を便位上表の如く分類して見る。之等けは皿戦 

の長さの決定因子たる (1), (2)何れにも剛興してみるこごは勿論で 

あるo
I. 先天的要楽(遺側性) 、、I

1 . 系統的要素

9 個体發生的要素

a. 年 t
b. 地上高5 . '

I・後天的要業 (非道側性) : '

3•、環境的要素(環境一生長) ペ

4. 側ﾡ的災素 (分岐, 陽炎, 傷害節の異常部分)

以上の楽は互に影響 し合って相五作用の結果繊維長 (1 樹Nの, 

或は 1 樹体の, 或は樹作中1部分の ) は複雑なﾡ化を示すゃのでわる 

が, ﾡでは第一の系統的要素にWして前記測定精果ごeE往の研究を 

用ひて考染を加一るごする。尙個体發生的要素に就ては旣に第一 

報, 第二報に二三考察を記して 遣い た。

(1) 裸子植物 ・ 被子植物別繊維長

裸子ﾡ物(針葉樹)散都長不均( 画) 3.45Smm
彼子札物( 消業樹 )織紙長茶均 ( 35和) 1.175



第 表

・-------と-----

仰 名 小 名 *a "央d

イ チー ト Taxns cnSoidata S.& 乙. 2.225士0.0;
1 inr

、 2.161
"""

: 2.204士0.048

グイッ Larixr Gmclini LEDES. 2.:300士0.04 li 2.4: ・ 2.3s3土0.051

千ゾツ Picca jcsocnsis CART. 1.222士0.07 11 4.05 ・ 1.307+0.088

アカェゾマツ Picca Gleli MASTERS 4.479+O.O7J , 1.681 1 4.546土0.099

ゴョフマッ /it1s fentqP/ツIla MAYR 4.003士0.08: : 4.32: 4.111士0.103

ド・ノキ PopulusMaximoiviczii A. HIENRY 1.:05士0.024 T ハnr' ・*ノマ"- 1.::15土0.033

ヤマナクレ Poluts SicotiMio. 1.104士0.024 1.175 1.167 土 0.030

アメリカヤマナ 
フ シ

Po/ulns igra L.. 0.080士0018 : 1.07 1.006士0.022

オニグルミ Jiglans Sicloldiaa MAxIM.. 1.102士0.02: : 1.000

1.227

1.071士0.028

ッハクル ミ Plcrocarya r/ルoシfoliaS.&Z. 1.185士0.018 ’ 1.100士0.02?

ハンノキ AIs japonica S. & 乙. 1.391+0.026 1.427
； 156士0.(31

ケヤマハンノキ Als luirsnta TURCZ. 1.146士0.021 1.122 1.138+0.026

サイヘグカンバ letulu Maximowicziana RRGFL 1.490士0.02 1.522 1.505士0.020

ァサ火 Ostrya jahontica SARGENT 1477土0.02:; 157 1.500主0.020,

ク リ Castanca crenata S. & Z. 1.004士0.0106 1.055 1.061+0.020

プ ナ Fagus crenata BLUME 1.090士0.027 1.057] 1.080士0:04

カシハ ucrcus dentata THUNB. 1.321+0.029 1.309 1.317生0.037

オホナク Onercs cris/ula Blume 0.005士0.026 I.178 0.990士0.033

ミグナラ Qnercus cri sPnla BLUME 1.180士0018 1.226 1.195士0.022

コナラ Qucrcns serrata THUNn. 0.821士0.019 0.721 0.788士0.02:

ハル=レ UInus japouica SARGENT 1.215±0.0 旳 1.061 L165±0・048

カッラ Cercidiplyllum japonicum S. & 乙. 1.455土0.033) 1.444 1451士0.041,

ホ、ノギ M/agnolia obovata THUNp. 1.340士0.024I 1.352 1.344主0.030

・ク コプシ|
Magnolia praecocissima Koinzuxr 
tar. borealis KOIzU 1.274土0.026 1.3582 1.310士0.033

アッキナシ Sorbns alnifolia K. Koch 1a07士002 1.330 1.305士0.028

ナナカ r| Sorbs comzmnixta Hedlund 1.170士0.022 1.107 1.183士0.028

エ ゾヤマザク ラ Prnts Sargentii REHDER 1.018士0028 1.238, 1.091±0.G29；

移入樹柿

長 ct初E 10の ﾡ維ﾡ (計測数 10)W

最大 最小
鹦メ大「i_____________

mm 1 mm 1 BE mmn i mm

3.056 1.167 0.382士0.027 17.15 +0.167

3S7s 1.111 0.409士0.029 17.33 - 0.171

5.444 2.444 0.705 士 0.050 16.71 -0619 ■

5.S89 2.011 0.790士0.05G 17.64 -0.356

5.667 1.111 0.035士0.066 23.36 -0.34s

1.976 0.519 0.265士0.019 20.29 -0.105 0.026 0.030 0.039 50.19

1.707 0.48S' 0.2S7士0.017 20.s -0.035 0.031 oos。 oou Jnss

1.317 0.501 0.175主0:019 17.82 -0.440 0.031 0.040 0.033 S1.61

1.707 0.669 0.293士0.016 20.26 +0.417 0037 00# 0030 S.7s

1.878 0.659 0.183士0.013 15.37 -0.289
0.045； 0088 0Q80 Sパ

1.927 0.6341 osn9生0o1s 1ss -04ss o.0ss 0.041 o.os2 40.0s

1.792 0.415 0.207±0.015 18.10 +0115
0.027, 0.038 0.022 43.44

2.00s 0.750 0.332士0.016 15.49 -0.111 0.027 0.06 0.019 5541

2.073 0.732 0.230士0.016 15.55 -0.306 0.023 0.03c 0.022 52.76 
・ ]

1.512 0.034 0.102*0.011 15.4 +0.059 0.02-1 0.039/ 0.019 41.3s

1 1.732 0.439 0.270士0.010 24.59 +0.160 0.021 0.09s 0.01453.3

2.049 0.512 0.292±0.021 99.11 + 0.040 0.022 0.0300.014 00.05

1.634 0.512 0360士001S 9876 -107 0.021 0.09S 0.01s 43.10

1.585 0.6S9 0.177 士 0.013 15.05 -0.360
■

0.022 0.095 0019 53パA

1.317 0.90G 0.187士0.013 92.s。 +0.535 0.023 0.030 0.010 35.70

1.829 0.317 0.384+0.027 31.03 +0.392 0.0 IS 0.022 ool G7m

3.132 0.61( ) 0.325土 0.023 22.35 +0.032 0.035, 0.011 0.09S11.57

1,$29 0.70; 
t

• 0.239士0.017 17.S1 -0.04S
1 1

0.037 0.052 0.030 36.39

1.780 0.669
! (

) 0.304士0.019 20.71 -0.413 0.034 6.044 0.098 37.t7

1.732 0.40: J 0.917土0.015 16.74 -0.10'

1
' 0.02$, 0.028 0.017 56.39

1.829 0.58!う 0.2240.016 10.0S -0.091 0.020 0.092 0.0195SS0

； 1.365 0.43) 0.227士0.016 22.34 -0005 > 0.021 oos9 0.017, 4

催許を除く

-5-

監5a.s



第 そ (ﾡ)

和 名 小 名 算術不均 当当 ・・公

ミ ヤザクラ P'runus Maximotic:ii RUPR.
両:

0.812 土 0.021
1 TTani.
:0.S27 1 0.817 0.026

クウリ Prnus Ssiosi FR. ScHA.. 1.000士0.020 • 1.024 1.0 1 2 0.025

ヒ ・ハノキハ ’ Pbellodendron sachalinense
SAnGENT.

1.193士0.027 1.:,02 1.18 0.04

アシハグ /Krx acroPoda MIQ. 1.130+0.020 1192 1.154 0.031

"モ:ヂ Acer ornattm CARf. 
tar.Mfatsumurai KOJDZCMI.

0.778士0.015 0.774 1 0.77G 0.018

イクY cer on。 MAXINt. 0.709士0.01 077: 0.700 0.017

シナノキ Tilia japoica SlMOXKAI. 1.457士0.029 1.42s 1.407 ; 0.036

ルrバノ Tilia Mfaximotvic:iana
・ SMJHAHAW 人.

― 4…1

グ 1.430土0.020 1.548 1.470 0.032

コシアラ Acanthopanax sciadophylloides 
Fi. & SAv. 1

0.906+0.017 0.002 0.005土0.021

ハリギリ Kalopanax septetlobus KOIDZUMI. 1.147 0.019 1.944 1.179 0.02-1

2 グ キ Cornus coniroversa HExBLEY. 1.072 0.0:4 1.603 1.079 0.030

Fraxinus mandslurica RUrI.. 1.369 0.029 1.:360 1.300 0.029

アシグモ * Fraxinus Sieboldiana ILUxr. 1.185 0.021 1.:306 1.336 0.027

員 cata談k 100
_______

幽業ﾡ cata設x10)

中

*eeee,er*weeド**"*

内 *

小 幽 。蜘 
不芝!!

i小 I

1.230
0.3GG

mam.

0.:07 0.015 ・5.55 -0.074

mt.

0.023
o高。

mm.

00.19 36.91

1.512 0.537 0.202 0.014 20.10 -0.0S7 0.095

1

00.19 40.24

1.58 0.537 0.26ミ 0.019 23.86 -0.675 0.034 0.030 00.19 46.79

17s 0.4:9 0.2tG 0.017 21.69 -0.227 0.02S 0.036 00.29 40.57

1.024 0.:17 0-147 0.010 1S.92 +0.023 0.025 0.099 00.19 31.12

102-11
0.415 0.138: 0.009 15.00 -0.247 0 021 0.098 00.14 35.19

2.195 0.5S6 0.285 0.020 19.19 +0.309 0.035 0.030 00.21 59.4s

1.951 0.512 0.255 0.0 is 17.70 -0.43 0.039 0.052 00.92 44.97

1.415 0.51s 0.165 0.019 1s.19 +0.029 0.03s 0.0338 00.22 32.3d

1.537 0.63: 0.191 0.014 16.06 -0.509 0.028 0.09s 00.19 49.87

2.171 1.19: 0.211 0.017 14.45 -0.0sd 0.037 0044 00.3s 45.19

1.82 ) 0.78( ・0.230 0.01d 16.s:
ノ +0.03

0.024 0.0:0 00.19 57.04 \ '1

1.51 0.41; 0.214 0.01: 150:
・-0.56

0.01S 0.025 00.14

---------.... ..

針葉樹ご渦姫樹ど ではその間に若し い•差異があ る。Bailey, Tupper 
W氏によれば 〔(1)Pp.195-196.〕導管系災楽の長さの波少は導管 

の分化ご客接な隅係がある のでわつて 維符東曜花植物 (Vascular 
cryptogams——Calamariales, Sphenophyllales, I epidophytineac, Cycado- 

〔〕filicales)と於ても長く,古生裸子横物 (older gymnospenns) こる 

Cordairtales, Bennetitales, Cycadales 之に火ぎ, Ginkgoales, Coniferac 
は更に短く, 双子葉植物に至ってはずっと短く なる。但し導管を有 

し且裸子植物と見られる Gnetales の管系要楽の長さ短く,導管を 

有せ ざ る 双子葉植物 T rochodendron (ヤマグルマﾡ), Drimys は長 

い假道管 を 有する %のでわる。〔(1) p. 193.〕

(2) 科 •国別の繊維長

科・ﾡに越維長をボ均すれば第2炎の如くでわ るo

第 2 表の科屬の配列は大体 Ensler, Dicls 兩氏 (2) こよつたもの 

でわ るが, の分類の配列ごﾡ維長の配列ごこの間には同ﾡ中ヌは同 

科中では稍類以の傾向が認められお %, 科以上の分類の配列ごでは 

何等定っ た傾向は眼め難い。

〔E〕 Cycadofilicales はﾡ裸子ﾡ物に入れらるo〔(2)S.116.〕



第2

科 名
所 所

局 名
所 , 
B種】 5 岐継

'Taxaceac | 1 2:325 Taxus
I mm

2.:25

Pinaceac ・ 3.76

larix

う Picea

Pinus

----------------- 

2.360

4.351

1.00:;

SaliCce2e 3 1.154 ) Populus 1.150

Jglandnceae 2 1.143
JEFlans

Pterocarya

1

1

1.102

1.1S5
----

Petulaccate

,丁
4 1.996

AInus 

Betula 

Ostrya

2

1

1

1.24

1.490

1.4;7

Fagaceac

.......................................

1.065

Castanea

Fagus 

Ouercus

1

1

4

1.064

1.099

1.057

UImaceac 1 1.915 Ulmus 1 1.215

Ccrcviiphyllaccac 1 1.456 Cercidiphyllum 1 1.455

Nagnoliatcewe 2 1.307 Magnoli 2 1.3107

Cydoniaceac 2 1.297 Sorbus 2 1.237

• Amygdalnceac
.-- -----

3 0.045 Prunus お 0.945

Rutaceac 1 1.123 Phcllodendron 1 1.123

Aquifoliaceac 1 1136 IIex 1 1.136

Aceracenc 9 0.750 Accr 2 0.759

Tiliaceue 2 1.463 Tilia 2 1.403

Aralincene 2 1:027
Acanthopanx

Kauopannx

1

1

0.906

1.147

Cornaceuc 1 1.672 Cornus 1 1.672

Oleaccae 2 1.277 Fraxinus 2 1.277

(9) 潤葉樹材の避管型 ど 繊維長

ﾡに取扱つな測葉樹ﾡの導管に現れるﾡ孔によつて導管型を分ち, 

その符々ﾡする樹稲 を抑け導管型別 に散維長T均 を求めた。

I. 階段映祭孔 1.371mm -.<1
、シノキ, ケ ヤマハンノキ, ッイダカシ, カッラ, ラ→ 

ダ, ミヅキ

2. 階段狀穿孔及びm一穿孔 1.220mm 
ブナ, ホ、ノキ

9. M一9孔 1.129mm
分類1. 喝11

a) 散孔材 1.140mm ・ H
ドロノキ, ヤナラシ, アメリカヤマナラシ, オニグルミ, 

サグルミ, ダ, *タコブシ, ナナカド, ッナ 

シ, エゾヤマザクラ, ミークラ, シウッ, *モミず, 

イ々ヤ, シナノキ, オホバボダイ ジユ

b) 環孔材 1.112mm

クッ, ミッナラ,オホナラ,コナラ,カシ, ハルニレ, ヒ 

ロノネダ, コシプラ,ツミツ, ヤチダモ, ヲダモ 

分如I・ パ

a) 穿孔板の傾斜急なる もの 1.240mm
ドロノキ,ヤマナラシ, メツカヤナラシ, r サ ダ, * タ 

コシ

b) 穿孔板の傾斜急ならず,又は水平に近きもの 1l08mm 
オ ニ グル ミ, ハグル ミ,クソ,カシ,コナラ, オオ ナラ 

ミヴナラ, ハ= い 7 ジナシ ナナカー ド, エゾ ャマ ザ 

クラ, シウッ, ミザクラ, ヒロハノ*ダ, *モミ 

チ’, イなヤ, シナノキ, オポ バボダイ ジュ, コシァンラ, 、 

ツざッ, チダモ, プヲダモ

商して解刊ﾡ的(には階段状弊孔の導管を有す る ものは双子葉所物

〜8→



中の lower group, 一ﾡ孔の導管と有するるのは higher groub ご 

考→られて居り〔(6) p. 96.〕又穿孔板の傾斜は higher group に於て 

級くなるご されてろるが, 上i如くの系列に並べて見る ご順共 

lower group よ り higher group に向ふに従ってﾡ維長が短く な つ 

A向が認められる。則ち Bailey,Tupper阿氏〔(1) p.190]が導管が 

商高等に分化されるに従ひﾡ管系米は短くなる傾向わ ら ごな した納 

果こ一致する。

鎌維長よ り 見たるバルブ資材の評價

本産樹木の繊維長 を測定した結果には, 森岡氏の北海道産及び 

ﾡ太産針薬樹4和,〔(9,pp.214-220〕,今見氏の測葉樹(5, 森N・I 
近兩氏の朝鮮 •滿洲 •樺太產 13 種〔(1o)pp.4-5.3, 矢野氏の北海道

9和〔Q5p. 238.〕, 辻氏の本産樹木及び米材20A〔(12)pp.104- 
1091,同じく辻氏の本産針測葉樹63稲〔(13) PP. 118-121〕, 西m・ 
K松柄氏の本産御葉欄26和〔(11)p.701.等がわ ら, Bailey, Tupper 
商氏(1は裸子ﾡ物 107私。奴子葉簡物 278 柯の繊維長 を測定 し だ処 

大な結果 を發表し て":•り,Nell 氏(7は北米産針葉樹43和を測定し 

てろる。

針乗機材の殺維長は測業樹材のそれに比 し 3 倍位の長さあ り て, 

その繊維資材ざ して優秀なるは論を供ため。玆で取扱った針葉樹の 

樹種數:： 少い 故,之を除き測業樹材の殺維長に就てのみ考厳するf 
こする。

第】 表より 濶葉樹材の繊維長 を 0.imm毎の階級に分ち て, 客所鳳 

ﾡﾡそ示せば第 3 炎の如くでわる。

第5炎に就て見るにサイハダカンバ, シナノ*頼, ミヅキ,アサ 

グ, クッラの材が継維を有 し製紙バル武材中最る有製なものこ 

云 る。 してッイハダ カ ンバ, シナノ*類, カッラは 種欄 め て

-10--

第 3 表

後維P 所 同 樹 i

ヤモミヂ イダギ

コナラ, ミ ヤザク ツ

ブメリカヤナラシ, オホナラ, コシブブラ

クリ, プナ, エゾヤマザクラ, シウリ

ヤナラシ, オ=グルミ, サハグルミ, ケヤーハンノキ, ミグナ 
ラ, ナナカ ド・ ヒロハノトハダ, プ ヲハダ・ハリギリ・ブジダモ

ハルニレ・ キダコブシ, アナシ

ドロノト, ハンノヤ, カシハ, ホ、ノヤ, ヤチダモ

サイハダカンバ, アサダ, カツラ, シナノヤ, オホバダイジュ

ミ ッゃ

多く且大徑木となり,殊にシナノキ知2如きは日色,軽獣,耐葉樹 

バルプ材ご して最も適常なるのご認め られる。(第4炎参照) ミ ッ 

は 白色材で あ る が福級が大 ごなる事なく且裕和 % 少い。被維長は 

かな り 劣るが白色軽軟に して蓄積ある ものに ドロノキ・ ャマナラシ 

類があり,蕃積多き事より考博さふべきものにハンノキ類,ホノキ, 

"チダモ, ハル=レ, ッギリ等がわる。ブナニ落積大であるが繊 

維か ら 見れば可員 なものでない。 力 へ デ類が歳維量 も 劣る 事 

注意の要がある。

前ﾡ葉樹中量大の散維長と有するるのに就て三清博士 (() p. 569.3 
は=ュ - ギ ニ v 産 Katapan hoetan が 3.086mm な る r を 報 じて 居 

り,火 Bailey, Tupper 雨氏(1) は 導管 をせ ざ る 滅乗樹材 Trocho- 
dendron aralioides S.et Z. (ヤマグルマ) が 4.5mm, Drimys \interi 
FoRsr. が 4.3mm であつて導管を有する 3のでは Urandrabuzonien- 
sis MpEN. が 3.3mm ご報じてゐる。本産で最 %vるの" 

グルマを除けば, ナカッの 2.021mm, シオジの 1.987mm 〔(14)pp. 
994--995.], イイギッの 1.911mm 等である。〔(11) p. 701.
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_____________________________________ 第 4

ﾡ 種 樹木の
大 さ 1 材 色 硬さ

mn

イチ+ ・ 株 色 (心#わ) 中

グイッ 大 尚 色 (心#)

=,ツ-ッ

ア カェゾッ

1 88,920,000
, (線體方) 大

大

i n

黄 t

色

#

コョフマッ 大 決 紅 e (心#う 終

rロノ* 314,057 大 色 快

ヤナラシ 200,389 大 白 色 依

アメ リカヤマナラシ 白 色 軟

オ=グル ミ. 556,406 大 街紅褐色 (心材) 中

サハグル ミ 大 黄 白 色 中

ハンノキ J 9,172646 大 締紅ﾡ色 (心#)

ケヤマハンノ キ 大 ﾡ紅ﾡ色 (心#う

サイノ、ダカンパ 6,61,306 大 街紅褐色 c心お 硬

サグ 2,858,605 大 紅 ﾡ 色 c心#) 硬

ク り 大 # 色 (心村

ブ ナ 30,083,181 大 $ 白 色 
淡紅色

(逸村) 
(心村う re

カシハ 大 ﾡ 色, (.心材わ

オナ・ラ

ミソナラ
88,640,825

;< # e

尚 色

く心#) 

c心#) 硬

" 納 色 c心#

總 括

樹 種 蓄 積 樹木の 
大さ

村________色

•
----

ハルこレ 6,073,317 大 箱用糊色 (心お) 中
(オ ヒョ ウ

カッラ 13,519,305 大 湖 色 (心村 中

*、ノ 4,190,019 大 ﾡ像s色 (心# 屮

キク:プレ 炭白色

プッネナシ 決紅色 (心お)

ナ ナ・カ マ ド ﾡw色 c心村) re

エゾヤマザクラ 紅 褐 色 (心#) パ

ミ +マザクラ 決i#色 (心村J ' ie -

レウリ 大 紅#色 (心村 r

ヒロハノキハダ 5,003,633 大 黄緑H 色 (心村) 中

アッダ 白 色

Yモミヂ 徹紅白色

イクャ 43,298,329 大 番紅ﾡ白色

シナノ*

オ*バガダイ ジュ

、
63,SS7-364

大

大

締 福 能 白 色 株

コシアブラ ・ 式白色 c心お> "

20.750,40」 大 灰資白色 (心お 中

ミ ッ * 白 色

ヤナダモ 0,840,01s 大 締尉決 抑 色 R

ヲ・ダモ 515,681 中 徹ﾡ決賞色
ヽ ____________________ :

(i) 針葉樹の縦維長平均は 3.458mm ,濶葉樹の繊維長平均は 1.175

inm である。

(1)北海道産主要掛種の中, 針葉樹5ﾡ, 消葉樹35種の般維長, 

繊維幅,ﾡ#率及びその變』,度数分布前線の形に就て定した結 

果そ第1表に示した。

(2) 繊維支の變化を惹起する要素を分類し 特に系統的要素に關 

して考察を加へた。即ち.

一 12 _

(ii) Engler,'DielsN氏自然分類による科・版の配列ごﾡ維の間(に 

就ては, 同ﾡ中若く は同科中では稍類似の傾向が認め られるも, 

科以上の分類の配列とは何等定つた関係は認め難い。

(i)測業樹材に於ては導管型ごの間にﾡ接な剛係がある。即ち階段 

状身孔よ り 單一穿孔に向ふ に從ひ, 弊孔のN斜級 ごなる に従い,

-13-



殺維けは知く なるが認め られるo

(3) 泄葉樹中バルブ •資材. と してはッ ィハダカ ン, シナ ・ *ﾡ, 

カッラ の材が歳維 く,樹体大 ごなり, 締積多き 放量 % 行報で, 三 

ヅキ, サダ, ドロノキﾡ等が之に天く%のご考〜られる。カヘデ 

ﾡは織維短きが著しい。

引用女試

1 Bailey, I. w. & w. W.Tupper: Size Variation in 'Tracheary Cclls. I. A( om- 
parison bctwecn thc Secondary ぶylems of Vascular Cryptogams, Gymnosperms aund 
Angiosperms.
Proceedings of the American Academy of Arts & Sciences. LIV - 2.pp. 147-204. 
(1918う

2 Engler, A. & 1.. Diels : Syllabus der Pflanzenfamilien. 11 Aui. (1930)

の 不井=: パルプ資材 としての北海道南樹租の硏究,妓に共の力林的考察•(第一保) 

ッ ドマツ储孫符艮の年齢及び地上高に よ る契化・叫和十三H木み命大令講ﾡ

/ 災・573-586Ht(1039); 北ﾡ整林衆び密場 No.11.1-19It(1038

4 ) 不井けニ: バルプﾡとしての北海道産ﾡﾡの研,鉱にの林的ﾡﾡ C締二) 

カラマ ッ假尊管我の年齢及び地上 髙に よるﾡ化・ No. 20.(1941う.

5 ) 今地 外: ﾡ業ﾡの桜維ﾡに関する研究・ 札税ﾡ林ﾡ合 No. 43. (1917)

6 Jeffrey, E. C.: Thc Anatoryof woodly Plants. (1917)

7 Mdl, C. D.: The Length ofTrachcids in the wood of Cone Bearing Trees. Paper 

TradeJourmal xV. p. 52. (1911)

8 三油伊八郎： M領=ユーギ=ア産材を原料としたバルプ製並び. 熱伊漳阴他のパ 

ブ川材としての昨究(42報). 人細 VI-7.567-571(1938)

9 森N 北形ﾡ及びﾡ太産製紙川木材の厳維米にﾡする研・ 札院型林學會以

VII-30. 205-220 (1915)

10 ) 森岡勇 •山近池： 朝m・流洲及びﾡ太ﾡ製領ル木材の報俊来に縦て. 林ﾡ行頼ﾡ 

No. 9. 1-6yt (1921)

11 西m=・項松消4: ロ業出のバルプ化にﾡく裁靴の炎さ及価に就て・ 木材の化 

的研究 (第12報 人細 VI o. 700 7o41r (1938)

12 辻 行俄： 木材の化學的ﾡ成分及散純の形態と敷さとの開係,(第一化) 林梁 

ﾡ仲 No. 27. 63-115ur (1927

13 ) 让 行維: 木材の化學的純成分及投挑の形態 と 強さとの関係(第二网靱回) #業 

試験報件 No. 28. 95-126r (1028)

14 字野ロー: 木村の光梨にﾡする研究(I)日本林み命2 XVII. 992-99711 (1935)

15 欠町&i: 北ﾡ査:交木材のﾡ様楽利川上より製たる原料ni価・ 北i#林染 

報 XXII-5. 22I-236y〔 (1024
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北過産材の フラウオ ン火脈に よ る誠別

平 井 信 二

肉眼的及び解剖學的方法に ょる木材武別のﾡ期手段: して木材の 

化学的性質を利用するFがある。フラシォンルl,でイレ反に; フ 

オ ノレ ツ ン反聞, 水法 出 液の釜光現象,紫外緑照射に よ る基光型象, 

ァル=ー ノレ 浸出液 に曜催加用 或 は ﾡ酸盛化描加等の種 々 o 方法が 

知 らオして居るが, その中 フラッォ ン反曲は比地ﾡ的明ﾡに結果が得ら 

れるので, ﾡもM用性のわるものご考→られる。フラッオン反ﾡは 

金4が三博士の提"せる %ので木材中に含有する フラッォ ン誘体 

を迅元する 時は紅色 又 は 黄紅色 を呈する アント チア ニン を生ず さ 事 

を利用する %のである。その校山方は木材を小間片ごなして試験 

管に入iL50なァル コール を注加 i て 1 週間乃至 10 HN位放M し て ァ 

ル=一謎出を得る。之に決盛酸数をいでﾡ性ごなし,に 

水銀小初ご金ﾡ→グネ J ヤ 粉末 と 入れ/と 水索ガス を 發生し, 之が 

ノラザオン精戦体を還元して科:色叉は黄紅色を呈する樣になる。

次表は北海道産材の主要な a %のに就て ッラ ッオ 胃反應 と檢 した 

結果でわる。 I
(附記) _

(1) 逸心材の別わ る %のにして特iなければ心材を材料ご して 用ひ 

た %のでる。

(2) フラヅオン文順の行無の項中の記以-は灰ﾡなきを示し キ, 

++は反ﾡ り ［順次義現の度明瞭な る 事 を示す。

(3) 液色の項の ( )内は Ridgwy : Color Standards and Color 
Nomenclature によるo

一 15 -



アル コー

和 名 學 ______________ 名 川ﾡ色 液 色

イチ,卜 Taxis cnspidata S. & 乙. + 渴 e 叱露色
* 1 *

アク ト ドマッ Abics Mayriana MIAHE & Kudo 祭 色 同 左

ブカトドッ Abics sacltalinensis FR. SCHM. 微黄色 円 左

グイ ッ(心お) Laris Gmcliwi LEDER. 改i色 W 左

グィマッ(澄付) P 上 後i色 P 左

カクマ ッて心お) Laris/eptolepis GoRioN 縦資色 円 左

カクマ (澄材 W 上 i色 円 左

エマッ /icca jcsocsis CARR. 無 色

ブカェ ゾマッ /icca GIclni MIASTERS 従 黄 色 P 左

ゴョ フーツ (心
材)

/ins かentaplla MAYR 後ぬ色 円 た

ハヒマツ Pis かuitila Regei. 微黄色 同 左

ヒ . バ
Thujopsis dolabrata S.A 乙. 

tar.Hondai M1AK!XO
縦資欄色 間 左

Fロノキ PopnlusJaxinozcicsii A. HENRY i色 同 を

ャマナラシ Populs Sicboti MIQ. ﾡ位色 i 左

アメ ワカヤーナ
ラ シ

/ofdlns igra L.. 縦費e W 左

バッコヤナギ 
(心材)

Salix Bakk。 KIURA 淡i色 W 左

オ永バヤナギ 
(心材

/oisnsm Urbaniana KIMURA 継 黄 色 W 左

オニグルミ J/glans Sicクoldiana MAXIN. #色 円 左

サハグル ミ Pterocarya rltorfolia S.&Z. 淡 i 色 W 左

ハンノ今 Ahtds japonica S. & ん. 微黄色 間 左
• *

ケヤマハンノキ Ans lirsnta TURcz. 淡黄色 同 左

サ イ ヘグカ ンベ Bctla axintozc icsiana RREGEL 談賞色 円 左

シラカンバ (邊 
お>

Betula Plaoplylla SUKATCHEV 微黄色 m 左

サハシバ Cardintits erOSa BL. 然w色 同 左

ァサグ Ost:ya japonica Sarg. ・ fi色 同 左
•

ク ッ Castanea crenata S. & 2. i色 決責色
・

ブ ナ (湯村) Fags crenata BL. ﾡ 色 同 左

オホナラ Oncrcns crispnla BL. 神 色 i ﾡ 色

ミッナ Querczs crispntla BL. 淡黄褐色 同 左

- 16 一

水銀小位・ マグネシャ紛末加用 2 - 3 U純遇後の僕化
--------- -

紹 サ
液 色 ブクイオン 

賢S27更 液 色 クヴかン 
ど52第

同 左 — 晃化なL
W 左 ... 星化なし

1 - 電化なL
ﾡご資色 (Iight Pinkislt Cinnnmon) ゝ 民化なL 十

P 左 民化なし

紅ﾡ色 (Rose Color) + +• 化*:L + + 1 修入歯機

同 左 提化なし 同 上_

同 な — 愛化なし

P 左 — 製化た し w
決i色 ﾡ i 色

N 左 ... *色

同 左 ... ﾡ化なL
向 左 製化なL
N 左 .. 愛化なL
同 左 品化なし *

I 円 左 決曜N色(Apricotnuft +
同 左 .. 民化なL
同 左 ... 健化なし -
同 左 .... 史化なし

同 左 民化*なし

円 左 巒化なし

同 左 — 民化な L
同 左 民化なL
同 左 - 発化な し **
同 左 — 経化なし

同 左 — 契化な し

同 左 化な し - ヽ

内 な

同 左

製化な し 
契化な し **

通 ミッナラル 
I -hとならる

「- -- "
-〜....
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_________サ プイコー" 座広ﾡ加 j
抑 名 名 技 H色 色

-ナ? Qicrs scrrata THUNn. !•! 左

カシハ Qmcrcis d/cnfata THUNn. 與 粉 色 iなi色 1

ハルニレ UIus jqponica SARG. 決部色 左

カ ッ ク Ccrcidiplyy'llunt ノン少。"レ〃 7〃 S.&/. 演 i 色 .左

キクコプシ
Mfagnolia praecocissima KoID/. 

var. borealis KorD/. 決i#色 左

* ・ノ◆ Jfagnolia obovata THUNn. 淡黄用色 内 左

アタ科ナン ・Sorbusalnifolia K. KocH 決 ぬ 色 左

ナナカ r Sorbus contmrixta HEDL. 決黄桃色 円 な

・ナマザクラ runus Jlacintocvicsii RUpR. 談求色 円 な

a クャ マザクっ /runus Sargentii Rehd. 決旅#色 円 な

シ ウ 9 । Pruus Ssiori FR. SCHN. i # 色 た

イスエンジュ
(心材) 

イスエンジ
(材),

Mfaachia amurensis Rori. & MtAxIy.. 
tar. Fuergeri SoI"TT・

同 上

# 色

決,色

な

左
・

=セアカシヤ Robinia かsc1tdloacacia L・ 談びで色 W 六

ヒ ・ハノ キハゲ /sllodendron saclkalincnsc SARG. ぬ # 色 淡Mお色

・=が* PPicrasma qassioices BENN. 総 ぬ 色 円 ケ

シハ" /レ* 7/acrOPoda MIQ. 無 色 左

イクーャ cer on。 Maxim. 然式色 布

ャマそ:チ Acer ornotum CAI!・ 
var. Matsumurai KOrDz. 然責掲色 円 先

メィゲッカヘデ Acer japonicnimt THUNn. 改資色 円 左

シナノや 2/ia qPoic" SIONドAI 決載色 W た

**べざダイ グ
Tilia maxinzowvicsiana Shirasawa 微色 力

コ ク ハC心おう
Actinidia argutaPrANoII. 

war.plaりplylla ぶAX!
総 黄 色 同 左

コ ク (澄材) 同 上 決賞#色 左

■シアブン
Acantltohanax sciadoplylloides 

TR. & SAV.
微 ﾡ 色 間 な

ハリギリ Kalohanac schtizlobzo! KoIDz. 然 色 先

ミ グ * Corus controvcrsa HEMsL.. 微 ic 色 同、 左

ャチグモ Fraxinus niandshi^rica RUPR. 色 円 左

ァシグモ Iraxinus Sieoldianta Bl. 旅抄色 【司 な

-16 -

.、"•.•、•ネシヤ紛末m川 ・9 5n後の民化

色 135 ; 色

円 な 番季 兄化: し

円 左 澤澤 化な:L
受化なし

※ ﾡ色 (Snlmon CcIor) + 決賞色

同 左 炎化なし

・ % ・- 発化な し 一

P 左、

同 先

締※式掲色 (LightPinkish Cinnnmon) 
渋遺松色 (Capucine Buff)

; ポ 松 色(Capucinc ()raunge)
淡松赤色 (Grenadine

\+

+ +

母 福 色 (Slmon Orange) 
血 赤.色 

(Spectrum ドed)

二

松. i 色(Nikad。 Orange) + 品化なL
円 左 空化なし

W 左 受化なし

決 紅 色 (Striuwberry Pink ++
赤色 (Grcnadline) + + 移入樹林

円 先 一 變化なし

同、 .左 契化な し

同 左 受化なし

同 布 — ※権色
(Capucine luff)

同 左 變化なし

同 先 — m 禍 色 (Salmsonl Ornnge) +

同 左 -一 夕化な し •

円 ・ た 變化な し ・

同 左
発&なし 等*卒

同 左 ... 愛化な し

終 色. — 愛化なし

同 左 — 契、化なし

同 左 ﾡ化なL
向 左 — 民化なL
同 先 演 i w 色 ?

-19-



二三特記すべ き 項 を舉<れば

(1) 發現の強弱遅速は樹林,樹体の部分(例〜を心材別)にtつ 

そ興り Z同一樹和に て % 産地, 材料の新鮮 % 形書す る%のご考

られるo
(2) 彼型の橋座に運さ ものは數時間後乃至数日經過 した後に始め て 

現れるるのがわる。→ッョナギ, ッキナシ, ナナカマド, イ 

タ+,メ4 グッカヘデは之でその色割«%父磁羽である。

(み) 数日継過する中に色調化すナるるのがわる。・ャ〜クラ, エ 

ゾャーザクラ, ニセアカシャに現れた。

(4) カッ クは登制過中に反ﾡが河失しに。二回材料と代へて實験 

し た が同一" 結果が得 られた。

(5) ゴョフマッ, ヒマッは数口縄過する中に背色ごなる事が著し 

いo五葉松若くは Pinus の特性にあらざるかご考へられる。

(6) の試験中フ ラッ* ン反ﾡを示しにのは永のﾡ関でわる。 

Larix, Salix, Cercidiphynum, Sorbus, Prunus, Robina, Acer.

以上の結ち徒に役 された %のご を比地核 し て二三氣附いた性 

そに記す。

(1) グイマッ

針葉樹中フ ラ グォ ン反脳を分すのは Pseudotsuga(ト ガッ ラル), 

Larix (カ ラッ鳳)及び Pseudolarix (イ スカ ラッ版) の三ﾡの 

みでその著しい特徴ご して知られてゐ る。ﾡに板したグイマッ, 力 

ラ マ ッ共に反題を示 した。但しグィ マ ッはかな り微弱であつz。干 

明氏は滿洲材中 ラウセンカラー ッは反脳があつこが, ダフリカカラ 

マ ツは反ﾡと示さずごな してろ ろ。 (グイ マ ッは學者によ り大陸産 

ゲフリカノラーッと 同額。ﾡ稲載は別和 ごされてゐる が同和ご見る 

のが穂當の樣である。)
/ / * '

(2) ハル ニ ピ

金平•博士は反應一, 〒明氏は+ごﾡ表してわるが, こゞでは反噛 

を示さなかつた。

(9) カツラ

金不博士は反瞳求しい事を重要な特償ご して報じてろるが, 技で 

は微弱な 慶應で,致時間乃至般日間制過すれば清失す a 4 t前記o 
近りでみ る。cib
(4)ナナカマド類

ナナカド・ アヅキナシ類 1 金平博士は反應一, 千明氏は+ご記 

してろるが, 極めて微弱な反應を呈した。

(5) エゾヤマザクラ

金平博士は反應な しご報じにてゐるが, ﾡでは明確な熱果が得られ 

に。 多分 Prumnus(サクラ版) の特依をなすのではなからうか。ッ 

ク ラ類の材とサイ ダカ ンバ, シラカ ン等の材は外ﾡ類似して 

る ので内N的に誠別するにﾡ難を感ずる がおるが, 之の試別に フ 

ラッォ ン反應を應用 し得るでわら う。

(6) ニセカシ ヤ

金本博士は米岡産の ニセゲカシ" は 反應 を 示すが 日 本 植栽 の心 の 

はーとしてゐ る が, ﾡではU確な反ﾡを品した。

(7) ィ タ*

金不博士は反M一, 干明氏は 十 と發表 してゐ るが,数ではﾡめて 
微弱な反應を示した。 , 浸

〔 K熊*三 : W花口大みは呼部附)千業艦び和林産和ﾡ出付の解前間t口に就

いてI・ (卒業論欠) 139Ir(1998) に ょれ 力 ッ > にっ ラ ッォ ン反麻なし と。
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